
 
③  鉄筋規格を 390SD に変更 

・ 破壊モードの判定： 

予備計算：ｺﾝｸﾘｰﾄ終局ひずみ： 0035.0=′cuε （ 2/50 mmNfc <′ ） 

鉄筋降伏ひずみ： 001950.0)/200/()/390( 22 == mmkNmmNyε  

釣合い鉄筋比：
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破壊モードの判定： <= )01407.0(p )03023.0(=bp  ⇒ 鉄筋降伏先行型 

 

従って、under-reinforcement の場合の曲げ終局耐力式を用いることができる。 

 

・曲げ終局耐力の算定式： 

予備計算： 362 10108 mmbd ×= 、
2/487.539001407.0 mmNpf y =⋅=  
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予備計算： mkNmmNfbd c ⋅=⋅×=⋅⋅= 291610291627600300 62'2  
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④  鉄筋量を 295DAs = に変更 

・破壊モードの判定：省略、under-reinforcement（鉄筋降伏先行型）として、曲げ終局耐力を算定す

る。 

･曲げ終局耐力の算定式： 

予備計算： 362 10108 mmbd ×= 、 

鉄筋比 01784.06030/12.32/295/ =⋅=== bdDbdAp s 、 2/155.634501784.0 mmNpf y =⋅=  
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予備計算： mkNfbd c ⋅= 2916'2  ← ①の結果を用いている 

力学的鉄筋係数： 2280.0
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⑤  鉄筋量を 358DAs = に変更 

・  破壊モードの判定： 

予備計算：ｺﾝｸﾘｰﾄ終局ひずみ： 0035.0=′cuε 、鉄筋降伏ひずみ： 001950.0=yε ←前問①、②、④と同じ 

鉄筋比 04252.06030/53.76/358/ =⋅=== bdDbdAp s 、（p=4.25%） 

釣合い鉄筋比：
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破壊モードの判定： >%)25.4(p %)57.3(bp  ⇒ コンクリート圧縮破壊型 

従って、over-reinforcement の場合の曲げ終局耐力式を用いる必要がある。 

コンクリート圧縮破壊型（over-reinforcement）の場合については、省略する。 

 

 


